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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年12月11日(2008.12.11)

【公表番号】特表2008-523204(P2008-523204A)
【公表日】平成20年7月3日(2008.7.3)
【年通号数】公開・登録公報2008-026
【出願番号】特願2007-545461(P2007-545461)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  91/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/16     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  53/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/01     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/3492   (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  91/08    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/08    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/16    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  53/02    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/01    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/3492  　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/18    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月23日(2008.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相変化物質（ＰＣＭ）組成物であって、
　ａ）ＰＣＭを２０から８０重量％、および
　ｂ）ｂ１）ＡＳＴＭ　７９２に従って測定した場合に０．９１０ｇ／ｃｍ3以下の密度
を有する超低密度ポリエチレン（ＶＬＤＰＥ）、
　　　ｂ２）０．９００ｇ／ｃｍ3以下の密度を有するエチレンプロピレンゴム（ＥＰＲ
）、
　　　ｂ３）スチレンエチレンブタジエンスチレン（ＳＥＢＳ）コポリマー、および
　　　ｂ４）スチレンブタジエンスチレン（ＳＢＳ）コポリマー
よりなる群から選択される１種または複数種のポリマーを２０から８０重量％含んでおり
、
前記重量パーセントが前記組成物の全重量を基準にしている、相変化物質（ＰＣＭ）組成
物。
【請求項２】
　請求項１に記載のＰＣＭ組成物で作製されたシート。
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【請求項３】
　請求項２に記載の少なくとも１枚のＰＣＭシート（Ａ）を含む多層構造体であって、前
記シートが、アルミニウム、アルミニウムで真空塗装されたポリエステル、１種または複
数種の難燃性ポリマー組成物、プラスター、ロックウール断熱材、ガラスウール断熱材お
よび発泡ポリスチレンで作製された少なくとも１つの層（Ｂ）に隣接している、多層構造
体。
【請求項４】
　請求項１に記載のＰＣＭ組成物で作製された成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　表３では、実施例６で得られた架橋組成物は、非架橋の同じ組成物（実施例３）と比べ
て、熱変形に対する耐性が著しく改善されていることが示されている。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
1.　相変化物質（ＰＣＭ）組成物であって、
　ａ）ＰＣＭを２０から８０重量％、および
　ｂ）ｂ１）ＡＳＴＭ　７９２に従って測定した場合に０．９１０ｇ／ｃｍ3以下の密度
を有する超低密度ポリエチレン（ＶＬＤＰＥ）、
　　　ｂ２）０．９００ｇ／ｃｍ3以下の密度を有するエチレンプロピレンゴム（ＥＰＲ
）、
　　　ｂ３）スチレンエチレンブタジエンスチレン（ＳＥＢＳ）コポリマー、および
　　　ｂ４）スチレンブタジエンスチレン（ＳＢＳ）コポリマー
よりなる群から選択される１種または複数種のポリマーを２０から８０重量％含んでおり
、
前記重量パーセントが前記組成物の全重量を基準にしている、相変化物質（ＰＣＭ）組成
物。
2.　０．９００ｇ／ｃｍ3以下の密度を有する前記ＥＰＲが、エチレンプロピレンジエン
三元共重合体（ＥＰＤＭ）、エチレンプロピレンメチレン（ＥＰＭ）およびそれらの混合
物である、上記１に記載のＰＣＭ組成物。
3.　前記１種または複数種のポリマーが、０．９１０ｇ／ｃｍ3以下の密度を有するＶＬ
ＤＰＥである、上記１に記載のＰＣＭ組成物。
4.　前記ＰＣＭが１種または複数種の結晶質アルキル炭化水素である、上記１～３のいず
れか一項に記載のＰＣＭ組成物。
5.　少なくとも５０重量％の吸収力を有する不活性粉末を１０から４０重量％だけさらに
含み、前記重量パーセントが前記不活性粉末の乾燥質量を基準にしている、上記１～４の
いずれか一項に記載のＰＣＭ組成物。
6.　前記不活性粉末が少なくとも１２０重量％の吸収力を有し、前記重量パーセントが前
記不活性粉末の乾燥質量を基準にしている、上記５に記載のＰＣＭ組成物。
7.　前記不活性粉末が、シリケート、１種または複数種の難燃性充填剤およびそれらの混
合物である、上記５または６に記載のＰＣＭ組成物。
8.　前記１種または複数種の難燃性充填剤が、三水和アルミニウム、水酸化マグネシウム
、ピロリン酸メラミン、シアヌル酸メラミン、１種または複数種の臭素化充填剤およびそ
れらの混合物の中から選択される、上記７に記載のＰＣＭ組成物。
9.　前記１種または複数種のポリマーを３０から５０重量％だけ含む上記１～８のいずれ
か一項に記載のＰＣＭ組成物。
10.　５０から７０重量％のＰＣＭを含む上記１～９のいずれか一項に記載のＰＣＭ組成
物。
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11.　前記１種または複数種のポリマーが０．２～３重量％のカルボン酸またはカルボン
酸無水物官能基でグラフトされており、前記重量パーセントが前記１種または複数種のポ
リマーの全重量を基準にしている、上記１～１０のいずれか一項に記載のＰＣＭ組成物。
12.　前記ＶＬＤＰＥの密度が０．８００と０．９１０の間である、上記１～１１のいず
れか一項に記載のＰＣＭ組成物。
13.　酸化防止剤およびＵＶフィルターをさらに含む、上記１～１２のいずれか一項に記
載のＰＣＭ組成物。
14.　前記１種または複数種のポリマーが架橋されている、上記１～１３のいずれか一項
に記載のＰＣＭ組成物。
15.　上記１～１４のいずれか一項に記載のＰＣＭ組成物で作製されたシート。
16.　０．５から１０ｍｍの間の厚さを有する、上記１５に記載のシート。
17.　上記１５又は１６に記載の少なくとも１枚のＰＣＭシート（Ａ）を含む多層構造体
であって、前記シートが、アルミニウム、アルミニウムで真空塗装されたポリエステル、
１種または複数種の難燃性ポリマー組成物、プラスター、ロックウール断熱材、ガラスウ
ール断熱材および発泡ポリスチレンで作製された少なくとも１つの層（Ｂ）に隣接してい
る、多層構造体。
18.　前記少なくとも１枚のシート（Ａ）が、アルミニウム、アルミニウムで真空塗装さ
れたポリエステル、１種または複数種の難燃性ポリマー組成物、プラスター、ロックウー
ル断熱材、ガラスウール断熱材および発泡ポリスチレンで別個に作製された２つの層（Ｂ
１、Ｂ２）の間に配置されている、上記１７に記載の多層構造体。
19.　ａ）少なくとも１枚のシート（Ａ）、
ｂ）前記少なくとも１枚のシート（Ａ）に隣接して配置された少なくとも１つの層（Ｂ）
、
ｃ）前記少なくとも１つの層（Ｂ）に隣接して配置された１つまたは複数の追加層（Ｃ）
をこの順序で含み、前記１つまたは複数の追加層（Ｃ）が、アルミニウム、アルミニウム
で真空塗装されたポリエステル、１種または複数種の難燃性ポリマー組成物、プラスター
、ロックウール断熱材、ガラスウール断熱材および発泡ポリスチレンで別個に作製されて
いる、上記１７に記載の多層構造体。
20.　１つまたは複数の前記層（Ｂ１、Ｂ２）の外側に隣接して配置された１つまたは複
数の追加層（Ｃ）をさらに含み、前記１つまたは複数の追加層（Ｃ）が、アルミニウム、
アルミニウムで真空塗装されたポリエステル、１種または複数種の難燃性ポリマー組成物
、プラスター、ロックウール断熱材、ガラスウール断熱材および発泡ポリスチレンで別個
に作製されている、上記１８に記載の多層構造体。
21.　上記１～１４のいずれか一項に記載のＰＣＭ組成物で作製された成形品。
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